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五
月
の
空
に
泳
ぐ
鯉
ｑ
ぽ
り
。

春
ｑ
風
Ｆ
全
身
に
受
け
力
強
く
泳
型
Ｉ
い
～
。

忙
１
い
春
ｑ
農
作
業
し
ス
タ
ー
ト
。

大
地
Ｆ
力
強
く
踏
み
１
め
豊
穣
Ｆ
期
待
１
面
Ⅵ

もくじ

Ｐ <未来を担う若者＞

将来の方向|生を考えて
】と武佐安達幸一きん(28歳）

ｑ 
Ｌ」

４－第49回中標崖町農協通常総会

<営農技術〉Ｆ 

放牧期の飼養管理

｢ホクレン夢大賞｣の受賞を祝う７ 

８－第36回中標津Ｂ＆Ｗショウ

９－ミルクタイム

１０－〈輝く女性＞域・Iｆ

意気込みをもって活動Ｕ 

俣落遠藤ハル子さん

<組合長日誌〉Ｔ 

農協再構築を新たに

１２－第43回農協婦人部通常総会

１３－第48回農協青年部通常総会
管、

第７回酪農ヘルパー利用組合総会1４ 

lFi <理事会;の経過＞

第１回・第２回理事会

１６－第45回JA根室地区青年部連絡協議会総会
ニーニ

1７ <暮らしの知恵袋＞

家計を考えるくき攻育費＞

18-19-今月のフオトアルバム

４月の組合日誌醜

’ 



束武佐安達幸一さん(28歳）２１世紀を見据えた将来をと話す安濤幸一さん

八
歳
。
武
佐
の
小
中
学
校
を
卒
業
後
は

釧
路
の
職
業
訓
練
専
門
学
校
の
自
動
車

整
備
科
に
進
学
。
「
小
さ
い
頃
か
ら
機
械

が
好
き
で
父
が
機
械
を
修
理
す
る
姿

を
い
つ
も
後
ろ
か
ら
見
て
い
た
」
と
い

い
ま
す
。

専
門
学
校
で
は
二
年
間
、
｜
般
教
養

と
整
備
の
基
本
を
学
び
卒
業
、
そ
の
後

整
備
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
自

動
車
整
備
工
場
に
就
職
し
（
資
格
取
得

に
は
、
実
務
経
験
が
必
要
の
た
め
）
一

年
ほ
ど
で
二
級
整
備
士
の
免
許
を
取
得

し
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
工
場
に
は
も

っ
と
長
く
勤
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
｜
年
半
ほ
ど
で
工
場
が
倒
産

東
武
住
の
三
栄
農
場
は
、
安
達
勉
さ

ん
、
榊
雄
さ
ん
、
武
さ
ん
の
兄
弟
三
人

で
馬
鈴
し
ょ
約
五
１
鯨
、
て
ん
菜
十
五

鰯
、
肉
牛
五
十
頚
に
魚
の
養
殖
を
行
な

う
協
同
経
営
の
農
場
。

こ
の
農
場
で
、
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ

１
、
修
理
部
門
を
担
当
す
る
の
は
安
達

幸
一
さ
ん
（
榊
雄
さ
ん
の
長
男
）
二
十

が甸団

い議論／

牛
も
飼
養
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約
一
一

十
論
の
乾
牧
卓
作
り
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。 し
た
事
に
よ
り
’
一
一
営
農
場
の
構
成
員
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

半
一
さ
ん
の
担
当
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー

作
業
な
ど
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
農
機
具

の
修
理
点
検
が
主
で
祥
の
馬
鈴
し
よ
、

て
ん
菜
の
蒔
き
つ
け
．
秋
の
収
穫
時
期

に
は
朝
か
ら
晩
ま
で
約
二
カ
月
間
は
ト

ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
っ
ぱ
な
し
。
ま
た
肉

iIilliiIiliiliilllliIiillilill 
iii 扣笥

■可

今
、
幸
一
さ
ん
は
野
菜
研
究
会
に
所

属
し
、
Ⅲ
標
津
に
お
け
る
第
二
の
作
物

を
模
索
中
。
今
ま
で
に
も
ゴ
ボ
ウ
や
長

イ
モ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
を
試
験
瀧
培
、

今
年
は
蔵
、
ア
ス
パ
ラ
の
職
培
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
行
く
と
意
欲
的
で
野
菜

に
つ
い
て
は
、
右
機
農
法
、
無
農
薬
の

レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
の
取
り
組
み
を
将

来
像
と
し
て
考
え
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

ま
た
「
今
後
、
一
一
一
営
農
場
の
後
継
者
一
一
一

人
が
揃
っ
た
時
に
は
、
二
十
．
仙
紀
を

見
据
え
た
経
営
基
盤
の
強
化
、
規
模
拡

大
を
図
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど

と
将
来
の
方
向
性
も
考
え
て
い
ま
す
。

奥さんの清美さん､長女･文呑おやん､長男･凌ぐん、
次男･錘ぐんと共にがんばる幸一さん

荷



め
Ｕ￣ 

鐘１

．Ａ中標津町農業協聯第４鵬篇総会liili

贋宍

中
標
津
町
農
協
第
四
十
九
回
通
常
総

会
が
、
四
月
三
十
日
、
町
内
の
寿
宴
で

開
催
さ
れ
、
平
成
七
年
度
事
業
報
告
、
平

成
八
年
度
事
業
計
画
、
な
か
し
く
つ
フ

ー
ズ
㈱
清
算
解
散
に
係
る
協
議
事
項
の

他
、
出
席
組
合
員
か
ら
の
緊
急
動
議
①
な

か
し
く
つ
フ
ー
ズ
㈱
清
算
額
の
一
部
を

同
社
役
員
が
負
担
す
る
事
に
反
対
す
る

動
議
。
②
Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
移
岻
に

係
る
ｔ
地
集
積
を
求
め
る
動
議
な
ど
、
細

谷
員
の
参
山
す
る
真
の
農
協
と
し
て
英

知
を
結
集
し
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
三
友
組
へ
、
長
か
ら
酪

農
、
齋
藤
、
畑
作
、
な
か
し
く
つ
フ
ー

ズ
㈱
、
乳
製
品
Ｔ
場
、
住
専
問
題
、
根
室

北
部
四
農
協
合
併
の
検
討
、
ス
ト
ァ
ー
の

ｔ
地
集
積
兄
送
り
な
ど
平
成
七
年
度
の

事
業
概
要
が
述
べ
ら
れ
、
こ
の
中
で
昨

年
度
総
会
で
再
建
案
を
承
認
し
た
、
な

か
し
く
つ
フ
ー
ズ
㈱
に
つ
い
て
、
再
建
五

カ
年
計
画
の
二
年
目
と
な
る
七
年
度
と
、

過
去
の
英
績
を
踏
ま
え
同
社
を
精
算
解

散
す
る
事
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
）

続
い
て
多
数
出
席
さ
れ
た
来
賓
の
中

か
ら
根
室
支
庁
、
安
藤
農
業
振
興
部
長
、

第
朋
回
中
標
津
町
農
協
通
常
総
会

侭罰

中
標
津
川
・
新
山
町
長
、
系
統
連
合
会
を

代
表
し
、
北
農
中
央
会
Ⅲ
標
津
支
所
・
猪

野
毛
文
所
長
の
各
氏
か
ら
祝
辞
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
猪
野
毛
父
所
長

は
、
「
一
・
○
一
年
の
国
際
化
時
代
に
向

け
て
将
米
展
望
を
見
据
え
て
の
、
ご
努

刀
、
経
営
体
質
強
化
を
組
合
愚
（
、
役
員
、

職
員
が
一
致
し
て
〃
を
結
集
し
、
難
局

を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

瀧
奨
に
は
、
第
二
供
落
地
区
の
抑
止
原

総会では各地区＝とに受付けが行なわれました

夢



呵
臘

鐘蕊 なかしくつフーズ腺

1清算解散に論議
出議､要望に対し答弁に立つ三友組合長

③－ 

の
事
業
実
績
を
踏
ま
え
て
、
八
年
度
に

向
け
て
の
組
合
員
が
求
め
る
農
協
作
り

に
対
す
る
論
議
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
提
案
さ
れ
た
、
な
か
し

く
つ
ラ
ー
ズ
㈱
の
清
算
解
散
に
つ
い
て

は
、
清
算
解
散
を
決
定
し
た
経
過
と
、
そ

の
処
理
案
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
、

処
理
に
対
す
る
方
向
性
に
つ
い
て
多
数

の
出
議
が
交
さ
れ
ま
し
た
が
、
フ
ー
ズ
は

協
同
会
社
と
し
て
の
位
置
付
け
か
ら
処

理
案
を
承
認
し
、
清
算
財
源
額
な
ど
が
確

定
し
て
か
ら
改
め
て
各
地
区
別
懇
談
会

服
裸
氏
と
、
中
標
津
地
区
の
佐
藤
敏
氏
が

推
薦
で
選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
乳
製
砧
工
場
迎
鴬
を
心

配
す
る
意
見
や
人
に
授
精
業
務
の
充
爽

を
求
め
る
典
盟
、
農
協
役
員
の
活
動
し

や
す
い
環
境
作
り
な
ど
、
平
成
七
年
度

へ

農鶴の慎重な事業展開を求むと
住伯さん

ま
し
た
。
さ
ら
に
Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
脱

土
地
集
積
を
求
め
る
動
議
に
つ
い
て
は
、

脚
度
役
員
で
検
討
を
加
え
、
地
区
別
懇

談
会
で
協
議
す
る
場
を
設
け
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
三
友
組
什
長
か
ら
、
「
へ
！
、
総

会
で
の
課
題
を
踏
ま
え
、
組
合
員
の
運

営
す
る
農
協
と
し
て
ゼ
ロ
か
ら
再
出
発

し
、
組
合
員
、
役
職
員
が
一
体
し
｜
な
り

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
行
き
た
い
」

と
の
挨
拶
で
総
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。 で
皿
解
を
栂
な
が
ら
、
臨
時
総
会
を
開

催
し
決
定
し
て
行
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ー
ズ
清
算
に
係
る
役
員
の

欠
損
金
負
扣
反
対
動
議
は
、
賛
否
両
論

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
役

旦
に
負
抑
さ
せ
な
い
事
に
決
定
い
た
し

Ｆ国

長期的な組合員のための方策をと
|峰秘さん鍵

明日の農協づくりに向け真剣に議案を協議 乳製品エ場の健全経営を要望する
桜井さん

-ヶ



根
室
管
内
で
は
豊
富
な
草
地
資
源
を

背
景
と
し
て
、
八
○
訂
の
農
家
が
放
牧

利
用
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、

根
釧
農
業
試
験
場
で
実
証
さ
れ
た
高
泌

乳
（
経
産
牛
几
千
篭
／
年
）
生
産
技
術

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
昼
夜
放
牧
に
お
け
る
給
与
例

表
一
に
給
ワ
例
を
示
し
ま
し
た
。
泌

乳
前
期
の
乳
量
三
十
八
藷
／
Ⅱ
、
乳
脂

肪
率
一
一
一
・
四
軒
。
中
期
二
十
篭
／
Ⅱ
、

二
・
六
軒
。

後
期
二
十
円
篭
／
Ⅱ
、
｜
｜
・
八
訂
と

し
、
併
給
飼
料
を
構
成
す
る
濃
厚
飼
料

に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
粕
、
Ｎ
Ｄ

Ｆ
源
に
は
牧
峨
サ
ィ
レ
ー
ジ
と
ビ
ー
ト

パ
ル
プ
を
用
い
て
い
ま
す
。

二
、
給
与
例
・
使
用
上
の
注
意

⑩
こ
の
給
与
例
は
泌
乳
初
期
を
除
い
た

も
の
で
す
。

②
放
牧
草
の
摂
取
量
は
乾
物
十
一
～
十

・
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

放
牧
期
の
飼
養
管
理

三
蕊
／
Ⅱ
で
あ
り
、
併
給
飼
料
を
設
計

す
る
場
合
に
は
安
全
を
兄
込
ん
で
十
一

霊
／
Ⅱ
と
し
ま
す
。

③
泌
乳
前
期
に
は
Ｔ
Ｄ
Ｎ
摂
取
量
が
、

几
・
人
議
／
Ⅱ
と
な
る
併
給
飼
料
を
給

与
し
ま
す
。

側
Ｎ
Ｄ
Ｆ
含
量
は
乳
脂
肪
率
に
影
響
し
、

一
一
一
五
計
前
後
の
含
量
で
は
一
一
・
五
訂
以

下
と
低
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
Ｎ

Ｒ
Ｃ
推
奨
値
よ
り
も
高
い
四
○
計
程
度

必
要
で
す
。

⑤
牧
草
サ
イ
レ
１
ジ
の
多
給
は
放
牧
竜

の
摂
取
量
を
低
下
さ
せ
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
摂
取

量
を
高
め
る
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
の

で
、
乾
物
一
一
～
二
篭
／
日
に
と
ど
め
ま
す
。

三
、
泌
乳
初
期
に
お
け
る
給
与
例

表
二
に
泌
乳
初
期
、
殻
盛
期
の
給
与

例
を
示
し
ま
し
た
。

初
期
は
十
時
間
、
最
盛
期
は
十
四
時

間
の
制
限
放
牧
で
、
放
牧
〃
法
は
一
日

脅兎
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Lホクレン夢大賞受賞祝賀会
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Ｐ軍

｢ﾎｸﾚﾝ夢大賞｣の受賞を祝う

書
ら
な
る
活
躍
を
期
待

こ
の
祝
賀
会
は
、
ホ
ク
レ
ン
夢
大
賞

の
受
賞
を
記
念
し
て
Ｊ
Ａ
中
標
津
、
計

根
別
、
上
春
別
の
利
用
組
介
で
組
織
す

る
「
フ
ァ
ム
・
エ
イ
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利

用
組
什
連
絡
協
議
会
」
（
長
正
路
精
代

表
）
が
主
催
し
て
開
か
れ
た
も
の
。

祝
賀
会
で
は
艮
正
路
代
表
が
「
農
休

日
と
い
う
労
働
力
の
提
供
と
共
に
、
担

い
手
育
成
に
も
貢
献
し
た
事
が
受
賞
に

つ
な
が
っ
た
。
こ
の
喜
び
を
皆
ん
な
で

わ
か
ち
合
い
、
今
後
の
活
耀
に
期
待
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓
の

新
出
町
長
、
高
田
根
室
支
庁
農
務
課
長
、

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
全
国
協
会
の
星
井
専
務

が
「
受
賞
を
契
機
に
地
域
酪
農
の
発
膿
、

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
運
営
す
る
㈲
フ
ァ
ム
・
エ
イ
が
、
「
ホ
ク
レ
ン
夢
大
賞
」
の
大

賞
（
農
業
応
援
部
門
）
を
受
賞
し
た
こ
と
を
祝
う
受
賞
祝
賀
会
が
四
月
一
一
一
日
、
中
標
湾

町
内
の
寿
宴
で
開
か
れ
、
農
業
関
係
者
約
百
人
が
出
席
し
大
賞
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

停電

一雲．、ロ一色■

受賞の喜びを3句に謝辞を述べ鳥
臼井社長

祇
性
化
に
さ
ら
な
る
活
躍
を
」
と
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
祝
辞
に
対
し
㈲
フ
ァ
ム
・
エ
イ

向
井
代
表
取
締
役
が
、
課
題
の
多
か
っ

た
設
血
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
今
後

も
ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
皿
し
て
農
業
の
発

展
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」

と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
一
一
・
農
協
を
代
表
し
て

坂
脇
ｆ
春
別
農
協
組
合
長
の
音
頭
で

乾
杯
、
祝
宴
に
入
り
祝
福
の
テ
ー
ブ
ル

ス
ピ
ー
チ
や
へ
ル
パ
ー
で
活
躍
す
る
職

貝
の
紹
介
な
ど
も
行
な
わ
れ
、
出
席
者

全
員
が
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

受賞を祝い乾杯

＝￣ 

／ 
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春
一
番
の

シ
ョ
ウ
に
Ｍ
頭
出
陳

ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
の
勉
強
会
も

U 

b 蕊
》
鑿

f＝、

鑿
根室管内春一番の乳牛ショーとして注目を呼ぶ、中標津乳牛改良同

志会主催（弾正原正会長）の中標津ブラック＆ホワイトショーが４月
21日､ホクレン家畜市場で開催されました。

管
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
の
シ
ョ
ー
と

あ
っ
て
、
Ⅲ
標
津
同
志
会
会
員
の
ほ
か
、

管
内
の
酪
農
家
や
関
係
機
関
な
ど
約
八

十
人
が
見
学
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
は
、
一
部
几
力
月
末
満
の
末

経
産
牛
か
ら
乳
器
最
高
位
の
十
部
ま
で

自
慢
の
愛
十
四
十
川
頭
が
出
陳
さ
れ
、

審
査
員
に
は
、
中
標
津
町
計
根
別
の
酪

農
家
・
株
田
宏
氏
が
あ
た
り
、
若
手
な

が
ら
も
、
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

審
査
で
次
々
と
序
列
を
付
け
、
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
弾
灰
原
正
ざ

辰因、

曰＆Ｗショウチャンピオン牛､関係者がそろって

ん
出
陳
の
マ
ッ
ク
ス
・
エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
Ｆ

ン
・
ス
タ
ー
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
観
客
に
も
勉
強
の
場
を
し
」
、

第
六
部
で
は
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
も
行
な
わ
れ
、
観
客
、
出
品
者
一
体

と
な
っ
た
有
意
義
な
シ
ョ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

各
部
上
位
入
賞
牛
は
次
の
通
り
で
す
。

出品者賞号名

等
一
ｌ
１
１
１
ｌ
１
１
１
１
ｌ
１
１

部
－
１
２
３
出
ｌ
５
６
ｌ
７
ｌ
８
ｇ
Ⅶ
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今
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
中
標
津
に
勤
務
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
進
藤
宏

陽
で
す
。

初
出
勤
の
、
、
職
場
の
緊
張
し
た
雰

閥
気
に
と
ま
ど
い
を
感
じ
、
ど
う
し
て

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
翌
日
、

上
村
童
光
氏
の
牧
場
に
て
、
酪
農
実
習

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
得
た
も
の
と
し
て
、
搾
乳
、

作
物
の
収
穫
な
ど
の
作
業
を
、
い
か
に

費
用
を
少
な
く
、
効
率
良
く
、
短
時
間
で

行
な
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
い
う
こ

と
と
、
酪
農
家
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、
大
変
気
を
辿
っ
て
い
る
こ

と
の
二
点
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
私
は
八
ｕ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
新
採
用
者
対
象
の
研
修
に
参
加
し
て

期
待
、
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
様
、
努
力

新
職
員
進
藤
宏
陽

血
ｌ
Ｌ
Ｋ

▲ⅡP￣￣ 

<￣ お
り
ま
す
。

そ
こ
で
農
協
の
理
念
、
業
務
に
つ
い

て
多
く
学
び
、
職
員
の
方
々
、
組
合
員

の
皆
様
の
期
待
、
信
頼
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
‐
ま
ず
七

鐸目、

L、
実習先の上村童光さん夫李と共に

１１１中Ｍまさ（K)てで００出(K）
つの・・しい・・Ｌ、肥・・か・・
て桜旅た゜無る料機けお
米１ｔ年ね桜埋んま械では
た木、｡：）をだきがすよ
んが協咲しよがこねう
だ兄和いな゜終わ・ご
け事のてし、われざ
どな長良でるたい
、の縄いがのがま
きでさ季んで、す
れ、ん節ば張も・
し、今のにつりう早
な日畑なてき－ぃ
イピものｌノ下っⅡお

最
後
に
職
Ⅱ
典
の
先
輩
方
、
組
へ
日
只
の

皆
様
の
柵
か
い
ご
指
導
、
ご
支
援
に
従

い
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

春
だ
、

花
見
だ
、
春
五
月

豊
岡
望
月
幸
夫

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
 

伊｡

を
見
て
｜
ハ
ク
」
と
気
が
つ
い
た
事
が

あ
り
ま
し
て
ね
。

㈹
“
そ
れ
は
ま
た
、
何
で
し
ょ
う
。

Ｍ
』
標
寵
線
の
南
六
号
踏
切
０
を
渡
る

時
、
「
汽
車
」
と
い
う
歌
を
歌
い
な
が
ら
、

こ
の
詞
は
作
詞
者
が
協
和
に
来
て
作
っ

た
ん
で
な
い
だ
ろ
う
か
っ
て
さ
。

㈹
“
そ
ん
な
享
な
い
で
し
ょ
う
が
、
ど

う
し
て
で
す
か
？

Ｍ
ｘ
可
は
山
中
、
〈
‐
は
浜
と
い
っ
て
森

や
林
や
田
や
畑
、
後
へ
後
へ
と
飛
ん
で

行
く
。
と
一
一
一
一
向
う
様
に
、
削
蹄
の
森
さ
ん

で
し
よ
、
林
仁
一
郎
さ
ん
も
お
ら
れ
る

し
、
連
川
さ
ん
の
「
川
」
と
、
む
つ
ご

ら
う
さ
ん
の
畑
さ
ん
と
四
軒
そ
ろ
っ
て

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

仰
諏
な
る
ほ
ど
な
～
あ
。
し
か
し
、
こ

の
胆
は
明
治
の
頃
に
作
ら
れ
た
と
思
う

し
、
第
一
む
つ
ご
ろ
う
先
生
が
あ
そ
こ

に
来
た
の
は
十
五
年
孫
前
だ
し
、
森
さ

ん
も
十
年
く
ら
い
し
か
た
っ
て
い
な
い

し
、
時
間
的
仁
無
理
が
あ
る
ん
で
は
な

い
で
、
す
か
？

Ｍ
》
む
む
～
そ
う
か
、
や
っ
ぱ
り
俺
は

考
え
る
事
が
浅
は
か
だ
な
あ
Ｉ
。
五
十

三
歳
に
も
な
っ
て
一
一
一
友
組
合
握
に
「
み

っ
と
も
な
い
」
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
ね
。

囚
」
？
〃

（
お
名
前
無
断
使
用
お
許
し
下
さ
い
）
夕



務

蕊 弘
竪
〈

意
気
込
み
を
も
っ
て
活
動

卍

鱈
魅

俣落

遠藤ハル子さん

昭和17年４月11日、別海町

，で生まれる。

｜中西別中学校卒業後、家業

｜である酪農業を手伝う。

’２０歳で結婚し中標津へ。

｜現在､乳牛約150頭を飼養す

Ｉる酪農専業農家。ご主人、長

ｉ女夫妻、孫２人の６人家族。
.｡.．.....｡■。､｡q･■■・・・■■、･･･⑪■■■・・・ごCGO●□■■■●●■

擢声、

趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
：
｜
｜
味
線
な
ど
色

々
な
雫
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
遠
藤

さ
ん
。
ま
だ
ま
だ
、
本
終
的
で
は
な
い
と

い
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
で
て
き
た
生
椚

の
余
裕
の
中
で
、
自
分
な
り
の
楽
し
み

を
み
つ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
現
征
は
、

家
族
の
健
康
管
理
や
第
一
線
で
頑
張
る

長
女
夫
妻
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す

が
、
か
わ
い
い
孫
に
も
岡
ま
れ
て
、
な

か
な
か
忙
し
い
椋
日
の
よ
う
で
す
。
・

昨
年
は
、
初
の
海
外
旅
行
に
行
く
チ

ャ
ン
ス
に
も
恵
ま
れ
て
、
賞
亜
な
体
験

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

「
行
っ
て
感
じ
た
け
れ
ど
、
若
い
人
が

も
っ
と
参
加
す
れ
ば
、
本
淵
に
い
い
と

思
う
」
と
、
吸
収
で
き
る
事
の
多
ざ
を

災
感
し
、
貨
軍
な
体
験
を
多
く
の
人
に

も
し
て
も
ら
い
た
い
と
『
｜
｜
同
い
ま
す
。

旅
行
へ
参
加
す
る
前
は
、
女
性
と
し

て
長
期
間
家
を
空
け
る
事
の
不
安
な
ど

も
あ
っ
た
が
、
家
族
の
理
解
と
協
〃
が

あ
っ
て
こ
そ
突
現
で
き
た
よ
う
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
だ
け
が
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
お
み
や
げ
話
し
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
、
家
族
み
ん
な
に
喜
ん
で
も

ら
う
事
も
、
旅
行
へ
行
く
人
の
役
割
だ

と
話
す
ハ
ル
卜
さ
ん
。
家
族
の
代
表
で

行
く
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
が
、
旅
行
静

充
実
さ
せ
た
時
間
に
で
き
た
よ
う
で
す
。

好、

い
つ
で
も
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
あ

う
事
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
遠
藤

さ
ん
。
経
営
に
対
し
て
も
槙
極
的
に
意

兄
を
出
し
あ
っ
て
、
何
か
あ
っ
た
時
は
、

み
ん
な
で
カ
バ
ー
し
あ
っ
て
い
こ
う
と
、

い
つ
で
も
家
族
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

今
年
、
女
性
部
の
役
員
と
な
り
活
躍

し
て
い
く
ハ
ル
子
さ
ん
「
色
ん
な
人
に

声
を
か
け
合
っ
て
、
橋
動
の
中
で
た
く

さ
ん
の
人
と
楽
し
み
た
い
」
と
は
り
き

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
員
の
中
で
も

女
性
部
と
し
て
怠
気
込
み
を
も
っ
て
欲

し
い
と
話
し
ま
す
。
「
人
堆
は
楽
し
く
い

か
な
く
ち
ゃ
」
と
い
つ
で
も
前
向
き
に
、

い
つ
で
も
夢
を
も
つ
女
性
で
あ
り
た
い

と
話
す
遠
藤
さ
ん
で
す
。

いつも明るく、家族を見守るハル子古人

ブタ



輝
く
陽
ざ
し
の
巾
で
、
ふ
し
」
小
鳥
の

さ
え
ず
り
に
誘
わ
れ
、
周
囲
に
眼
を
こ

ら
せ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
木
々
に
萌
ゆ

る
芽
が
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
好
天
の
中
、
第
四
’
九
Ⅲ

中
標
津
町
農
協
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
の
総
会
は
フ
ー
ズ
清
算
、
解
散

と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
川
席
を
い

た
だ
き
緊
迫
し
た
巾
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
若
い
方
々
か
ら
、
先
輩
の
方
々
と

Ⅲ
広
い
年
齢
層
に
よ
る
視
点
か
ら
の
活

発
な
意
見
、
議
論
が
長
時
間
に
わ
た
り

ま
し
た
。
そ
の
様
な
中
、
議
長
団
の
お

二
人
の
進
行
に
支
え
ら
れ
、
組
什
員
の

皆
さ
ん
の
真
剣
で
前
向
き
な
討
議
の
木
、

全
議
案
、
協
議
事
項
、
動
議
二
件
の
決

定
と
方
向
づ
け
を
い
た
だ
き
、
無
事
総

会
が
終
丁
し
ま
し
た
。

組
へ
口
員
の
皆
さ
ん
、
職
員
、
関
係
機
関

の
緯
毎
棟
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
｛
Ｌ

平
成
七
年
度
に
お
い
て
、
な
か
し
く

つ
フ
ー
ズ
の
事
業
に
大
巾
な
欠
損
金
を

生
じ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
様
な
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
執
行

部
に
対
し
て
色
々
な
意
見
が
山
さ
れ
た

中
で
、
最
終
的
に
は
、
組
合
員
の
選
出

し
た
役
員
の
執
行
結
果
は
組
今
員
、
組

織
全
体
で
受
け
止
め
、
そ
の
重
荷
を
担

っ
て
行
く
と
い
う
方
向
づ
け
が
な
さ
れ

こ
の
事
に
よ
り
、
役
員
負
扣
、
フ
ー

ズ
の
清
算
、
解
散
、
そ
れ
に
伴
う
処
理

方
法
、
役
員
選
出
の
混
乱
等
々
と
本
組

〈
Ⅱ
に
と
っ
て
、
今
だ
か
っ
て
経
験
し
た

事
の
無
い
状
況
を
枡
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
改
め
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「 ~、●合同のたより……
'輻､し

組合長曰誌
代表理事組合-長

采ともｂ､⑲昌

Ｌ三友霊ｲ丁

ま
し
た
・

力
不
足
、
努
力
の
足
ら
ざ
る
執
行
部

に
対
す
る
組
谷
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
厚
情
を
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

今
川
の
方
向
づ
け
は
役
貝
に
対
す
る

し
比

叱
陀
で
あ
り
、
激
励
だ
と
重
く
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。
決
し
て
全
て
が
許
さ

れ
た
の
で
は
な
く
こ
の
様
な
失
敗
を

繰
り
返
す
な
と
の
強
い
意
見
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
事
業
運
営
の

経
過
と
成
果
の
み
に
依
っ
て
許
さ
れ
る

も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

"雨Ⅱ

こ
の
二
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
Ｋ
行
ば
か
り
で
汗
顔
の
雫
り
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
時
々
に
お
い
て
良
し
と
思
い
、

各
々
に
力
を
尽
く
し
て
臨
ん
だ
つ
も
り

で
し
た
が
、
今
思
い
ま
す
と
、
判
断
、

決
定
に
適
宜
、
適
正
に
欠
け
た
面
が
種

々
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
の
袴
さ
ん
に
対
し
て
、

よ
り
多
く
の
情
報
の
伝
達
と
意
見
の
集

約
を
旨
と
し
て
各
事
業
を
行
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
努
力
が
不

足
し
て
い
ま
し
た
。

総
会
を
通
し
て
、
改
め
て
中
標
津
町

農
協
に
つ
い
て
携
え
、
思
い
を
巡
ら
せ

ま
し
た
。
索
晴
し
い
組
合
員
、
農
協
組

織
の
一
語
に
尽
き
ま
す
。

こ
の
様
な
細
谷
且
、
組
織
に
相
応
し

い
役
員
、
職
員
体
制
を
一
ｕ
も
甲
し
膳

．
、
’

京
・
一
と
Ⅱ
指
し
て
努
力
し
て
行
き
た
い
と

念
願
し
、
決
意
を
新
に
し
ま
し
た
。

組
〈
ｎ
貝
の
皆
さ
ん
の
今
川
流
し
た
汗

の
多
さ
と
、
先
人
各
位
の
蓄
積
の
取
り

崩
し
の
重
さ
を
改
め
て
受
け
止
め
、
農

協
再
構
築
の
新
た
な
年
と
位
清
づ
け
邇

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
未
熟

な
執
行
部
で
あ
り
ま
す
が
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ダダ

．ご=疽

''霞｜
|再
|篇｜
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第
四
十
三
Ｍ
Ｊ
Ａ
姉
入
部
通
常
総
会

が
四
月
二
Ⅲ
、
農
協
大
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
横
田
部
長
か
ら
の
開
会
挨
拶

後
、
来
賓
の
方
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

続
い
て
南
共
栄
の
長
腋
路
さ
ん
、
当

幌
の
飯
島
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
」

■ 

鑑
$ 

■鐡引
式」

■ 

篭ｉｉｌｌｉｉｌｉ
鵬薩

莚当Ｆ上’ニヨ

iii震！

議
案
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
〉

○
第
一
号
平
成
七
年
度
、
事
業
報
觜

並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て

○
節
二
号
平
成
八
年
度
、
事
業
計
両

並
び
に
収
支
下
算
（
案
）
の
設
定
に
つ

い
て

○
第
三
号
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
に

つ
い
て

Ｏ
第
四
号
規
約
の
改
止
に
つ
い
て

全
件
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

八
年
度
か
ら
は
、
名
称
を
姉
人
部
か

部
員
の
く
．

自
主
性
を
求
め
て

Ⅱ
即
日
』

ﾊﾞーミ

謝狗農
Ｐ 

ら
女
性
部
へ
変
更
、
新
マ
ー
ク
６
挺
化

し
ま
し
た
。

ま
た
、
部
員
一
人
ひ
と
り
の
自
主
性

を
求
め
る
た
め
、
会
費
の
値
ｆ
げ
も
し
、

新
た
な
気
持
ち
で
活
動
を
す
す
め
て
い

く
事
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
今
年
度
、
女
性
部
を
中

心
と
し
て
誓
及
を
進
め
て
い
く
事
と
を

っ
た
搾
乳
カ
ー
ト
の
説
明
を
、
普
及
セ

ン
タ
ー
の
福
井
生
改
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平
成
八
年
度
役
員

部
長
横
田
純
子
（
第
二
侯
落
）

副
部
長
中
林
文
子
（
俵
橋
）

〃
遠
藤
ハ
ル
子
（
俣
落
）

会
計
大
西
ふ
み
江
（
俵
橋
）

監
事
丹
羽
ト
シ
子
（
武
佐
）

〃
筒
井
鈴
子
〈
当
幌
）

`季、

女性部として気j寺ちも新たに活動しようと
話しあわれ談した

、
〆

し達た全後三議長補セ’二が
監副会たで'ｊｌｏｌ'トの、馬案は係ン真お、野

雛i鑿蝋賊がゎ承溌にんながを難さロ鏑
幾縦鮒灘膣灘鋼
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全
部
員
参
加
の
委
員

簸
川
十
八
ｕ
、
中
標
津
町
農
協
青
年

部
通
常
総
会
が
四
月
九
日
、
農
協
人
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
冒
頭
、
高
儒
敏
打
部
長
が
「
今

年
度
は
、
開
川
冗
十
周
年
記
念
事
業
な

ど
が
行
を
わ
れ
大
変
忙
し
い
年
で
し
た

が
、
部
員
の
協
力
の
も
と
無
事
事
業
を

終
え
る
事
が
出
来
た
。
当
青
年
部
も
あ

部員相互の連帯強化など平成８年度の取組みに向け審議された総会
病熟

と
数
年
で
丘
十
周
年
を
迎

え
る
が
、
支
部
活
動
、
本

部
事
業
を
允
実
き
せ
流

十
周
年
に
向
け
さ
ら
な
る

組
継
強
化
を
例
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
農
協
三
友
組
合
長
、

小
標
津
町
・
松
実
茂
人
収

入
役
、
根
室
地
区
農
青
協
・

田
中
博
行
副
会
長
、
農
協

女
性
部
・
横
田
純
子
部
長

の
仰
氏
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
出
席
四
十

．
》
人
の
部
員
か
ら
俣
落
支

部
。
愈
原
康
博
氏
を
議
長
に

選
出
し
、
平
成
七
年
度
事

業
報
杵
、
平
成
八
年
度
事
業
計
向
案
な

ど
提
出
さ
れ
た
議
案
企
て
が
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
事
業
方
針
で
は
、
現
在

丘
委
員
会
を
一
・
委
員
会
に
統
合
、
全
部

員
が
委
員
会
に
所
属
し
、
部
員
相
な
の

連
帯
鹸
化
と
共
に
学
習
研
究
活
動
の
充

実
を
図
っ
て
行
く
事
と
、
五
十
周
年
に

向
け
て
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
行
く

事
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
十
歳
を
迎
え
今
総
会
で
青

年
部
を
卒
業
す
る
二
人
の
部
典
に
感
謝

状
と
記
念
鮎
が
贈
呈
さ
れ
、
じ
ゃ
が
い

も
伯
爵
ま
つ
り
な
ど
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
異

業
種
交
流
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
中
標

津
川
商
工
会
青
年
部
・
舘
下
副
部
長
の

力
強
い
万
歳
二
昭
で
総
会
を
閉
全
い
た

を
承
認

50周年に向け
ての検討も

“第48回中標津町農協

.■#'１１１謝随常総会 ﾛヨ

蕊

し
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
役
員
は
次
の
通
り
沢
症

い
た
し
ま
し
た
。

部
長
山
下
真
一
（
俵
橋
支
部
）

副
部
長
山
川
品
（
当
幌
支
部
）

〃
清
原
孝
志
（
武
佐
支
部
）

書
記
安
達
政
宏
（
武
佐
支
部
）

驍
事
岡
部
達
也
印
標
津
支
部
）

監
事
板
橋
匠
（
侯
落
支
部
）

幹
事
鮫
島
哲
夫
（
当
幌
支
部
）

〃
鷲
兄
腱
（
俣
落
支
部
）

〃
真
聯
一
美
｛
武
佐
支
部
）

〃
森
島
靖
雄
（
俵
橋
支
部
）

〃
小
林
精
一
〈
中
標
津
文
部
）

〈
四
十
雌
表
彰
者
〉

金
子
安
一
（
俵
橋
支
部
）

遠
藤
昭
列
（
俣
落
文
部
）

譲察を見入る出晨都邑

プ;芽



ヘな征会し特計ア｜ｕ柾る１－１実契ア案業成日｜
科ルわ期にまた別lljilム｜‐へ平爽ｆｉで績約ム平通計上、利第
金パれ満おた・対し・｜」ル成績’１は、日。成’）画年農、七
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一改、改定ムの両るて両対年・凹は全八さ月農
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後行の総まイをフ干専ｎ百パののう原事平１１パ

利
用
向
上
、
計
画
曰
数
を
上
回
る

●： 

Ｆ
Ｌ
 

利用料金、
規程の一部改正
承認される

…、 Ｆ可

第７回酪農ヘルパー

'１ 
Ｉ用組合通常総会矛 L」

） 

○
迦
常
対
応
（
フ
ァ
ム
・
エ
イ
）

一
人
対
応
一
Ⅱ
：
｜
〃
二
Ｔ
Ｌ
ｎ
Ⅲ

二
人
対
応
一
日
…
二
万
凡
千
円

○
特
別
対
応
（
フ
ァ
ム
・
エ
イ
）

｜
人
対
応
一
Ⅱ
：
｜
〃
人
下
川

二
人
対
応
一
日
…
’
万
六
千
Ⅲ

利
用
組
合
規
程
の
改
正

○
第
１
条
（
会
議
）

総
会
は
通
常
総
会
、
臨
時
総
会
と
し
、

酪
対
七
支
部
の
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
什
員

七
名
に
対
し
一
名
の
割
合
で
選
出
し
た

代
議
員
を
以
っ
て
成
立
し
、
議
事
は
出

席
代
議
員
の
一
一
一
分
の
二
の
賛
同
に
よ
り

議
決
す
る
。

新
役
員

理
事
中
山
進
一
（
当
幌
）
小
川
征

彦
（
巾
標
派
）
野
口
史
朗
（
俵
橋
）
土

井
上
晴
夫
（
武
佐
）
桜
井
寿
夫
（
朋
賜
）

遮
藤
Ⅸ
幸
（
俣
落
）
佐
藤
康
彦
（
第
二

俣
落
）

監
事
千
葉
清
正
（
開
陽
）
白
築
政
博

（
Ⅲ
標
糀
）

※
組
合
長
、
副
組
合
長
、
代
表
監
事
の

決
定
に
つ
い
て
は
、
農
協
理
事
、
監
事

の
出
向
後
、
丘
選
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

f戸田

） 平
成
上
年
産
共
計
で
ん
粉
の
販
売

状
況
は
二
一
一
月
末
仮
配
分
累
計
一
袋

当
り
一
一
一
面
ヒ
ト
ｎ
円
（
前
年
同
期
八

，
八
１
几
Ⅲ
）
と
前
年
よ
り
五
百
十

ｈ
円
、
噸
川
に
よ
る
進
度
率
は
前
年

比
四
Ｚ
・
一
計
と
前
年
同
期
を
下
廻

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
瀧
地
倉
渡

し
二
千
七
百
五
十
円
～
’
一
一
千
行
一
一
十

五
円
（
前
年
一
．
千
八
百
ニ
ー
エ
円
’

’
’
’
千
三
百
一
一
十
丘
円
）
、
東
京
倉
渡
－
）

二
千
Ｌ
百
五
十
円
Ｉ
三
千
四
百
五
十

Ⅲ
（
前
年
一
一
一
千
二
十
五
円
～
’
’
’
千
四

百
立
十
Ⅲ
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
馬
鈴
し
よ
と
競
合
す
る
コ
ー
ン

ス
タ
ー
チ
は
、
前
年
同
期
と
同
じ
一

千
九
両
五
卜
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〆

ま、すｏｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、 ノ
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開
催
Ⅲ
時
平
成
八
年
四
月
十
六
Ⅱ

開
催
場
所
巾
標
瀧
川
農
協
叩
会
議
室

〈
護
案
〉

：
第
川
ト
ル
Ⅲ
通
術
総
会
開
催
Ⅱ
程

と
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
通
り

決
定
致
し
ま
し
た
。

二
、
役
員
選
挙
に
伴
う
選
挙
符
理
省
な

ど
の
氏
衿
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決

定
致
し
ま
し
た
。

三
、
肉
牛
生
瀧
セ
ン
タ
ー
草
地
の
貸
出

に
つ
い
て
、
膜
素
通
り
決
定
致
し
ま

し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
総
会
議
案
説
明
地
区
別
懇
談
会
の

Ⅱ
程
に
つ
い
て

一
、
総
会
前
役
員
協
議
会
の
日
程
に
つ

い
て

鰹
筐
陰の
隆
鰻

第
一
回
理
事
会

開
催
ｎ
時
平
成
八
年
四
月
二
十
二
Ⅱ

開
催
場
所
小
標
津
町
農
協
中
会
議
掌

〈
議
案
〉

｜
、
決
算
監
査
の
報
告
に
つ
い
て
、
代

表
監
事
よ
り
報
告
を
受
け
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

二
、
総
会
提
出
議
案
の
修
正
に
つ
い
て
、

原
案
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

｜
、
｜
、
役
員
選
挙
定
数
未
達
に
よ
る
再
選

挙
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定
致
し

ま
し
た
。

四
、
役
員
再
選
挙
に
伴
う
選
挙
管
理
者

な
ど
の
指
名
に
つ
い
て
、
原
案
通
り

決
定
致
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
な
か
し
く
つ
フ
ー
ズ
㈱
損
失
負
担

に
つ
い
て

一
号
平
成
七
年
度
な
か
し
く
つ
フ
ー
ズ

㈱
決
算
報
告
（
見
込
み
）
に
つ
い
て

三
、
人
工
授
精
業
務
の
時
間
変
更
に
つ

い
て

四
、
役
員
選
挙
公
告
締
切
結
果
と
〈
「
後

の
対
応
に
つ
い
て

五
、
第
Ⅲ
十
九
回
通
常
総
会
に
向
け
て

の
対
応
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会

似ﾜら

雪
が
柵
え
枯
れ
草
や
住
宅
、
施
設
ま

わ
り
の
ゴ
ミ
な
ど
が
気
に
な
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
空
気
も
乾

燥
し
火
災
が
発
籠
し
や
す
い
季
節
で
す
．

火
災
の
発
生
を
防
止
し
焼
死
事
故
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
、
家
族
み

ん
な
で
「
わ
が
家
の
防
災
」
に
つ
い
て

話
し
あ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

》淫一息

①
乾
燥
牧
草
は
「
わ
ら
類
」
に
入
る
指

定
可
然
物
（
危
険
物
）
で
あ
る
認
識
を
ノ
・

○
牧
草
庫
に
は
束
両
や
、
ト
ラ
ク
タ
ー

１
 

糾
轆
繧
審
の
火
災
予
防
運
動
「
わ
が
家
の
防
災
』

Ｉ
 

■
Ｐ
ｈ
－
－
－
 

u安心"にそなえ農協の共済へ
共済推進５月２１日から

蕊
P呵斡

鵜
部

面ＷＡｊ

醤
Ｉ 

‐
Ｉ
 

ご
■
Ｕ
１
白
Ⅱ

承
け

な
ど
を
入
れ
な
い
事
（
マ
フ
ラ
ー
な
ど

か
ら
で
も
火
が
つ
く
）
。

ｏ
溶
接
な
ど
の
作
業
も
乾
燥
牧
草
な
ど

の
付
近
で
行
な
わ
な
い
こ
と
（
溶
接
痕

な
ど
の
飛
び
火
あ
り
）
。

ｏ
ゴ
ミ
焼
き
、
枯
れ
草
焼
き
も
こ
れ
ら

の
付
近
で
行
な
わ
な
い
｝
」
と
（
飛
び
火
、

瓜
回
り
が
変
わ
る
。
消
火
出
来
る
体
制

で
人
が
つ
く
一
」
と
）
。

ｏ
飼
料
や
肥
料
な
ど
発
火
の
恐
れ
の
あ

る
も
の
は
別
の
場
所
に
保
符
（
生
而
灰

。
な
ど
）
。

農
協
の
生
命
共
済
推
進
が
五
月
二
卜

・
日
か
ら
二
－
四
日
ま
で
の
四
日
間
、

組
什
員
全
〆
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

農
協
共
済
は
「
も
し
も
」
の
時
に
そ

な
え
て
お
く
終
身
、
養
老
、
》
」
ど
も
、

年
金
な
ど
の
生
命
化
〈
済
に
よ
り
組
へ
口
員
、

ご
家
族
の
朱
活
を
化
源
に
わ
た
っ
て
保

障
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
思
わ
ぬ
火
災

や
自
然
災
害
に
そ
な
え
て
建
更
共
済
の

加
入
も
お
進
め
し
ま
す
。

今
年
も
職
員
が
袴
様
の
各
家
庭
を
訪

問
い
た
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ズグ



蝋
連
絡
協
議
会
通
常
総
会
が
四
月

Ⅱ
、
根
室
農
業
会
館
を
会
場
に

粁
内
か
ら
の
代
議
員
五
十
六
人

が
出
席
し
附
か
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
同
連
絡
協

議
会
・
林
銭
利
会
長
が
「
管
内
盟

友
の
協
力
の
も
と
、
炉
成
七
年

度
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
川

米
た
。
今
後
に
お
い
て
も
根
室

地
匹
は
酪
農
主
産
地
と
し
て
の

位
置
付
け
を
も
ち
、
明
確
な
目

標
の
も
と
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
来
賓
の
巾
か
ら
．
北

農
中
標
津
支
所
・
猪
野
毛
明
次

支
所
長
が
「
あ
と
五
年
で
完
全

自
巾
化
の
予
想
。
そ
れ
ま
で
ど

第
四
十
Ⅱ
Ⅲ
根
室
地
区
農
協
青
年
部

塔
協
議
会
圃
常
総
会
が
四
月
二
十
Ⅲ

う
し
て
行
く
の
か
、
経
営
体
質
強
化
と

自
己
努
力
が
必
要
。
し
っ
か
り
と
し
た

方
向
性
を
見
い
出
し
て
ほ
し
ど
と
祝

辞
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
議
長
に
Ｊ
Ａ
巾
標
沌
・
笹

原
康
博
氏
が
選
任
さ
れ
、
執
行
部
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
粂
件
が
満
場
．
敏
の

酪
農
主
産
地
と
し
た

明
確
な
圏
標
を
静
議
繍
議
会

f＃毎局

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
事
業
の
乳
質
改
善
共
励

会
で
は
最
優
秀
に
Ｊ
Ａ
計
根
別
、
優
秀

賞
に
Ｊ
Ａ
１
春
別
、
Ｊ
Ａ
標
津
が
表
彰

さ
れ
、
さ
ら
に
下
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー

ル
で
全
国
優
秀
賞
、
全
道
優
秀
賞
に
輝

い
た
Ｊ
Ａ
ｔ
春
別
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
食
硫
衛
生
法
違

反
事
件
を
お
こ
し
た
長
岡
Ｔ
場
及
び
宮

城
工
場
に
対
す
る
抗
議
と
、
改
善
の
申

し
入
れ
文
を
全
酪
連
会
長
宛
に
根
室
地

区
農
青
協
名
で
送
付
す
る
事
を
全
体
で

承
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な

い
、
平
成
八
年
度
役
員
が
次
の
通
り
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
林
義
和
（
Ｊ
Ａ
別
海
）

副
会
長
熊
坂
修
三
Ｊ
Ａ
計
根
別
）

〃
、
中
博
行
（
Ｊ
Ａ
酉
春
別
）

朧
事
小
野
幸
三
Ｊ
Ａ
別
海
）

〃
田
中
弘
年
（
Ｊ
Ａ
標
津
）

ｆFご口、

、

グ

第
三
Ⅲ
な
か
し
く
つ
マ
リ
ン
ス

フ
ァ
ー
ム
定
期
総
会
が
、
囚
月
十

七
Ⅱ
農
協
中
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

西
崎
部
長
の
挨
拶
の
後
、
三
友

組
合
長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
議

長
に
俵
中
の
乾
稚
晴
氏
を
選
出
し
、

提
出
議
案
の
審
議
が
行
な
わ
れ
、

全
件
原
案
通
り
膜
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
品
質
、
規
烙
の
向
上
、

工
場
遮
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
、
「
自
分
達
の
生
産
物
を

向
ら
の
手
で
光
る
」
を
基
本
に
、
会

員
の
意
識
を
統
一
し
て
Ⅱ
標
に
向

か
？
」
行
く
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
は
、
再

度
会
員
の
要
望
に
よ
り
全
役
員
荷

任
と
．
な
り
ま
し
た
。

第３回唾がしべつ

ﾘﾝｽﾌｱｰﾑ 

定鰯総会

マ

。

虹
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子
供
の
成
長
は
、
親
に
と
っ
て
頓
…

し
い
も
の
。
し
か
し
、
子
供
に
か
か
る
教

育
費
の
負
担
は
重
く
、
生
活
へ
の
圧
迫

の
要
因
と
も
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
ま
す
．
今
回

は
一
」
の
教
育
費
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

負
担
が
大
き
い
教
育
費

文
化
省
の
調
謹
に
よ
り
ま
す
と
、
一

年
間
に
か
か
る
教
育
賛
は
、
公
立
幼
稚

園
一
一
○
・
》
｜
万
円
、
私
立
幼
稚
園
四
○
・

七
万
Ⅲ
、
公
立
小
学
校
二
一
一
一
万
円
、
公
立

中
学
校
二
七
・
五
万
円
、
公
立
高
校
一
一
一

五
・
二
万
円
、
私
立
高
校
上
Ｃ
・
四
万

Ｎ
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
授
業
料
を
含
め
大
学
四
年
間
を

谷
計
し
ま
す
と
、
同
立
大
学
で
一
几
Ｃ
・

Ⅲ
〃
Ⅲ
、
私
立
は
二
二
□
．
｜
〃
Ⅲ
か

か
っ
て
い
ま
す
。

教
育
費
の
捻
出
方
法
を
み
ま
す
と
「
共

稼
ぎ
」
「
救
育
費
以
外
の
支
出
を
削
る
」

「
航
貯
金
を
取
り
崩
す
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
の
影

響
は
頓
貯
金
に
も
表
わ
れ
、
高
校
生
以

上
の
就
学
生
を
持
つ
肚
帯
の
預
貯
金
残

高
の
調
査
で
は
、
平
均
一
六
』
ハ
・
六
万

川
で
前
年
の
二
一
一
七
万
川
を
下
回
り
、

高
校
生
以
上
の
就
学
鼈
を
持
つ
世
帯
は

そ
れ
だ
け
家
計
に
余
総
が
乏
し
い
と
み

ら
れ
ま
す
。

計
画
の
あ
る
家
計
の
管
理
を

最
近
で
は
教
育
コ
ー
ス
も
多
様
化
し
、

飼了

北根室地区農業改良普及センター

教
育
費
は
必
要
不
叩
欠
な
支
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
進
学
費
旧
、
在

学
費
用
は
高
水
準
で
家
計
の
負
担
は
重

い
ま
ま
で
あ
り
、
私
学
の
助
成
や
教
育

ロ
ー
ン
の
拡
充
な
ど
教
育
費
負
扱
を
軽

減
さ
せ
る
方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
計
の
管
理
に
お
い
て
も
、

教
育
費
の
よ
う
に
将
米
き
っ
と
必
要
に

な
る
お
金
を
確
実
に
積
み
立
て
る
た
め

の
計
個
性
が
な
に
よ
り
人
切
で
す
。
例

え
ば
、
子
供
が
現
在
卜
歳
と
い
う
ケ
ー

ス
で
考
え
ま
す
と
、
小
学
・
中
学
校
の
費

用
は
毎
月
の
化
活
費
か
ら
支
出
で
き
る

と
し
て
も
、
五
年
後
の
高
校
進
学
や
人

年
後
の
大
学
進
学
の
際
に
は
か
な
り
ま

と
ま
っ
た
お
金
が
必
愛
で
す
。

子
供
の
成
長
を
考
え
、
何
年

後
に
い
く
ら
必
要
か
を
考
え
た

ら
、
次
に
そ
の
金
額
を
準
備
す

る
た
め
に
は
旅
年
い
く
ら
積
み
Ｐ
か

京
て
れ
ば
よ
い
か
を
計
算
し
ま
封

す
。
表
は
毎
年
の
積
京
額
を
算
繩
て

川
す
る
例
と
し
て
、
公
一
Ｍ
高
校
麺
稠

費
用
一
丘
川
刀
円
を
五
年
で
積
輻
い

み
一
Ｍ
て
る
ケ
ー
ス
の
計
算
方
法
霊

を
示
し
て
い
ま
す
。

めた

の症一廼牡疵撃臓礼，試飛櫻倒》’
侭団

Ｗ|峰 フ群 3斑 ４乳 選
択
す
る
な
ど
毅
育
資
金
が
不
地
す
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
場
合

は
、
奨
学
金
制
度
や
教
育
ロ
ー
ン
を
利

用
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
教

育
ロ
ー
ン
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
が
、
利
用
す
る
際
に
は
老
後
資

金
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
、
返
済
計

画
を
き
ち
ん
と
立
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
子
供
自
身
に
返
済
を
し
て
も
ら
う

の
６
－
つ
の
手
工
て
で
翻
す
。

こ
の
よ
う
な
数
育
費
を
獣
え
て
い
く

に
は
も
ち
ろ
ん
、
了
供
の
希
望
を
聞
き

な
が
ら
家
族
で
紙
し
什
い
を
持
つ
こ
と

が
な
に
よ
り
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

５呪

Iロユ午猷、

3年’0.3300.3270.32410.320'０．３１７

4年0.24610.24310.239023510.23，

5年’０．１９６１０１９２１０．１８８１０.1８５１０．１８１

１０年0.09610.09110.08710.08310.OBC

１５年’０．０６２０．０５８０．０５４１０．０５０００４僧

20年’0.04510.04110.037'０．０３４１００３，

計算例：巨標額＝１５４万円、嶺亟年蝕＝５年．利率＝２％のぱあい。

１５４万円×０，１９２＝２９万６０００円

Zﾉア

、；
U旱

爾立年11$、
1％ ２９ 4％ 5％ 

３ ０．３３０ ０．３２７ ０－３２４ ０３２０ ０．３１７ 

4年 ０．２４６ ０．２４３１０．２３９ ０．２３５ ０．２３２ 

０．１９６ ０．１９２ ０．１８８ ０．１８５ ０．１８１ 

１０年 ０．０９６ ０．０９１ ０．０８７ ０．０８３ ０．０８０ 

１５垂 ０．０６２ ０．０５８ 0．０５４ ０．０５０ ０．０４６ 

２０年 ０－０４５ 0．０４１ ０．０３７ ０．０３４ ００３０ 
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今年も活発に活動Ⅸいこうﾌ疑誌集いリ
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グワ戸、

蹟曝

驍2，

Aごうと話し合われましだ。 今年も仲良く､楽しく活動しよう

フリーストールの
本来特性を学ぶ

鐸□■

~フリーストール

１－２－８｣研修会

自分の経営'二台つたうリーストールを雪える「フリーヌトール
研修会｣が､Ｓ月18曰から開催されています。
この研修は、近年、家族労働で琴頭化、高所得を実現するため

にフリーストール体系か増えている中、この特'|住（利点・欠点）
が設計．投資の全ての場面で{琵可される必要がある事から北根
室地区農業改良普及センターとＪＡ中標津経営相談課か主体に行
なっているもの。

研修会は11月まで６回を予定し、｢全体システム・労１劃・設計と
給甑・除ふん・バーラー・経営姿勢」などのカリキュラムか予定
されています。

グ』



乳牛の審査

熱心に学ぶ

乳牛審査講習会

細田氏を講師に行なわれた講習会

中標津日J農協乳牛改良同志会(:蛍rE原正会長)主催による、乳牛霞
壹講習会が４曰14曰､当幌地区の筒井富男枚場で開かれ､ジュニア会

罠も含め約60人か参加し、乳沐雷育の技術を学びましだ。
講習会に先だち、曰本ホルスタイン登録協会北通道支局の高橋邦

i専雷苣課長か改正されだ書萱標準と線形雷管形質について、i薔さ、

強さ、深さなど実際に測尺を行ないながら15形質の説明か行なわれ

ましだ｡続く講習会では､別渥町酪農家･細田武男氏を講師|こ､参110壱
３，４人か12グループ(こ分かれ､－部４頭の乳牛を優秀な１１贋に並へ《、

その選んだ理由を説明｡最後に講師が序列を決定し證誹｡この雷盲は
４部行なわれ､12グループの中から優秀ワルーブか表彰されましだ。
参加し左会罠は熱Ｕに蕾宣に取り組み、序万liをつけていましjE。

'P電Ｉ

斤飢付け'二鯵加､篭も蕊瓢でず

jjiliili1 
円満な
取り決めて
経営移譲
家族協定調印式

熱

縦蕊
得、

； 
緊張した字にも円満ね取り決めが行なわれました

|票澤町農業委三会が主|崖する第17回家族協竃調FD式か４月１７

中標津剛役場会議室で開かれ、経営移譲を受け厄ｓ組の家族

印を行ないましだ。

ロ調印を行なっだのはＪＡ中標津の三輸民雄さﾉﾄu、佐藤憲治

、Ｕ｣田一男さん、小IⅡ清さＡ１、永谷雄幸さんとＪＡ計根別の

猛さんのＳ家族で、呂震業委員や関係機関が立ち合う巾．親

継琶それぞれが取り決めた編定書に捺EDがされましだ。

〆夕



税
務
署
に
申
告
し
た
所
得
や
税
額
か

少
な
か
っ
た
り
、
確
定
巾
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ

た
と
き
に
は
、
税
務
署
長
は
調
査
し
た

結
果
に
基
づ
き
更
正
、
ま
た
は
決
定
の

処
分
を
し
ま
す
。
ま
た
、
税
金
が
納
付
さ

れ
な
い
場
合
に
は
財
産
の
差
押
え
な
ど

の
処
分
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
更
正
や

決
定
あ
る
い
は
財
産
の
差
押
え
な
ど
の

処
分
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
納
税
肴

の
箙
当
な
権
利
や
利
益
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
不
服
申
立
制
度
が

税
務
署
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き

橇

第１回役員協議会

婦人部通常総会

青年部役員会

第］Ｍ生産委員会

酷対役員会

第２回役員･協議会

青年部通常総会

地区別懇談会

ＭＩＬＫコーヒー試飲会

女性部三役会

第３回役員･協議会

第１１m|理事会

マリンスファーム定期総会

決算監査（20日まで）

ＳＣＭ定期総会

野菜研究会総会

第２１口|理事会

共進会打什せ

青年部畑作部会総会

酪農ヘルパー利用組合総会

第４１１１|役員協議会

第491111通常総会
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ｌ６日
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１８日

〃

１９日

22日

２３F1 

24Ll 

25Fl 

27U 

30日

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
服
申
立
て

の
手
続
き
に
は
、
税
務
署
長
に
対
す
る

「
異
議
巾
立
て
」
と
同
税
不
服
審
判
所
長

に
対
す
る
「
審
査
請
求
」
と
が
あ
り
ま
す
。

異
議
申
立
て

税
務
署
長
が
行
な
っ
た
更
服
や
決
定

あ
る
い
は
財
産
の
差
押
え
な
ど
の
処
分

に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
の

通
知
を
受
け
た
、
の
翌
日
か
ら
二
カ
月

以
内
に
、
そ
の
税
務
署
長
に
対
し
て
「
異

議
巾
立
て
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

異
議
巾
立
て
が
さ
れ
ま
す
と
、
税
務
署

で
は
担
当
者
を
替
え
て
改
め
て
調
査
を

行
な
い
、
そ
の
結
果
を
納
税
省
に
皿
知
し

ま
す
。
こ
れ
を
「
異
議
決
定
」
と
い
い
ま
す
。

審
査
請
求

税
務
署
長
の
里
（
議
決
定
」
を
経
た
後
も

な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
決
定

（へ

の
通
知
を
受
け
た
ｎ
の
翌
Ⅱ
か
ら
一
カ

月
以
内
に
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対

し
て
「
審
判
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
審
判
請
求
が
さ
れ
ま
す
と
、
国

税
不
服
審
判
所
で
は
三
人
以
ｋ
の
国
税

審
判
官
の
合
議
に
よ
り
慎
重
に
調
査
・

審
理
が
進
め
ら
れ
議
決
が
行
な
わ
れ
ま

す
〉
こ
の
議
決
に
基
づ
い
て
国
税
不
服

審
判
所
長
が
裁
決
を
し
、
そ
の
結
果
を

納
税
省
と
税
務
署
長
の
双
方
に
通
知
し

ま
す
。
同
税
不
服
審
判
所
長
の
裁
決
を

経
た
後
も
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
や
、

審
査
請
求
を
し
た
ｎ
の
翌
日
か
ら
二
カ

月
を
経
過
し
て
も
裁
決
の
通
知
が
な
い

と
き
は
、
さ
ら
に
裁
判
所
に
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室

税
務
署
へ
☆

慮一

“ 
自
動
車
税
の

納
期
限
は

曰

５
月
別
日
閏
で
す
靴
年８
 

〈
１
年
，
Ｕ
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ
鰔

く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

日

納
期
内
納
税
に
ご
協
力
を
お
噸
い
し
調

ま
す
。

発●
 

○
納
め
て
い
た
だ
く
方

５
 

７
 

２
 

四
月
一
Ⅱ
現
在
で
、
陳
運
支
局
に
犠
弔

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
で
す
。
α

な
お
、
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
場
合
な
畷

ど
で
駈
臘
が
売
り
主
に
あ
る
と
き
は
癖

買
い
主
で
あ
る
使
用
者
の
力
が
納
め
ま
識

す
。

課談

○繩鋤廓鈩昨権巫鴨“から立川三》
十
一
日
鯛
ま
で
で
す
。

瘻奉

忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し
よ
う
・
癩今
ロ

○
納
税
証
明
藝
冒

組

納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納
緬

税
証
明
書
は
、
車
検
を
受
け
る
と
き
に
業

必
要
で
す
の
で
、
噸
検
証
と
一
緒
に
人
艫壼岸

切
に
保
符
し
ま
し
ょ
う
。

標

詳
し
く
は
、
根
室
文
庁
総
務
部
税
務
坤

課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
諦

綏
（
０
１
５
３
２
）
３
１
６
１
３
１
⑤


